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　Abstract： 電動義手 に 必要な こ とは ，軽量
・
機能性

・
外観，そ して 制御性で ある．特 に，幼児用 竃 動峩 手 に 関 して は，

こ れまで 余 り普及 して お b ず，そ の 理山は，成入 と比 べ 形状 が 小さ い ため ，機構が簡単 と なり結果的に 蝶益闃節の 義

手 が 多 く，外 観 も愍 く，于 の 持 微 が 生か さ れ な い 等 の 岬 由か らで あ る．オ研究 は，成人 か ら幼 児 まで 1司じ機構を 用 い ，
体格の 状況 と牛 1蛉か らお お よそ手 の 形状が推測 で き，指部材 1

’
1に 開発中の ア ル ミ粉牢材料を 用 い る こ とで 剛 性 を高め

た もの で あ る．幼児川電動義手 の 設叶
・
試作結果を 報告す る．

a ．緒言

　 呪存 入 手 可能為粍 乎，L−
．
佰 力 1艮b れ て 才 り，身 体に 合っ ナ 大

きさ，）1状，械詣を指 っ プ 義手 を入 ｝す るこ とは 困難 で ある，こ の

ため ，f宇佃 人 の 身 仕 に 適 しf 義 1：の x 十 製 作が 可能 となるこ と

が 期待され てい る．

現 在，毛 勤 義 fに は 次の 問 題 が ある．

　（1）幼
旧 の 手 の 大きさに 合

’廴紘 輪 の 開 発 乃 凶簾

　（2）電 動 義 于の 段 端 部 へ の 取 り付 けが 困 難

　（3）成 長 に合 わせ た サイズ リレ状 の 変 更が 困鄭

これ らの 門題 に対 し，我 々 は，幼児か it大 人 まで，様 々 な大 きさ，
形状，載能を有した．屯 動 g．t　T一の 研 究 開発 を行 っ て い る，オ 報 告

で は ，そ の 内 の 幼 児 用 電 動 義 手 に つ い て 報
⊥

す る，

2 ，研究 の 目的

　我 々 は，成 人 男性 用 ， 成 人 女性 用 ，11i 学生 用 ，小 学q 坩，幼
児 用 と各 1財弋に 向 けた 電 動 義手 の 製作を行 っ て きた．そ れ b の

；la　r一は ，う
1
べ て Fig．1の 械構

・
構成 を基 木 として い る，近 年 は 幼

児 潮 義 手の 必 要 性 か ら電 動 義 手 の 更 なる小 型 化 を 口指 して 釧

究を行 っ て お り，こ れ まで 5 歳児用電動義手 の 開発をイ丁 っ た，．1．

現 在，更なる小 型化 を目指し，3 歳
旧 用 電動義手 の 闘禿 を行 っ

て い る．本稿 で は ，幼 児用 電 勸 幾 手 の 殳計，3 次 元 測 定 ご 用 い

た コ ス メティッ クグ tt−’ブ，筋毛 位 セ ン サ に つ い て 説明 する，
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3 ．幼 児 用 電 動義 手 の 開 発

　Fig2 は，　ll本人 の ギ齢 と1三の 大 きさを示 して い る．例 外 として

甲・く成 長 す る 了 供もい るが，．．般 的 に 16 歳 唄 まで ，午 齢 に 比 例

して y一きくな っ て い るこ とが かか る．従っ て ，機橘 を回
一

に し，大

ささを比 例的 に変 えるこ とに より，个 て の 年 IL，．一舒っ ft誼動 義 r・

を製 作 で きると考 えた，

　そ こで ，既 に 開 洗を行 っ た 5 歳児用 の 謡 乎（Fig．3）の 設 計デ
ー

タを基 に，更に 小 型化 することで 3 歳児用の
投 1・の 役 計を行 っ

た ，
　　2000
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3−1 電動義手の 制御

　 多くの 電動義手 の 把掘 幾虎は，オーブ
．
ンル

ープ 機構 Cある た

め，把掴 ・ル クを把持 刻 象 に 応 じて 制 御す るこ とが で きな い ．こ れ

に対 して 本研 究 の 電 動 義 手 は，H8 ワン チ ップ ・マ イク ロ コ ン ピ ュ

ータと親 指 に．配 置した 滑 りセ ン サ を用 い た フ ィ
ー

ドバ ッ ク制御 に よ

っ て 把持動作を行う．これに より，プ ロ グラム や ノ ラメ
ータの 調節，

筋電位人 力信号 に よっ て 使用者の 希望 や 残 存桟 ぼ皀に応 じた 庖

動 義 手 の 制 御 が 可 能 となる．

3−2 滑 りセ ンサ

　 物 体を把持 し，作業を行 り↓勿 合，把持物体 の 扱 い 方や物体の

形 状，堅 さな ど に よっ て そ の 物体が 丁か b 滑 っ て 落 として しまうこ

とが ある，こ の 問 ，嚔 には，滑 りを検 出 し，把 持の 仕 方を調 節す るこ

とで 把持 状態 を調節す る械能 が 有効 で あ る，そ こで 本研 究で は ，
視 指 に 13111 の 怯触覚セ ン サ（Fia4 ）を．史け，マ イコ ン を用 い て パ

タ
ー

ン 認 識を行 っ て 滑り検出 と把 打 JJの 調知 を行 え るように し

た．
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　接触覚 セン サ は，ピン 保 持 部 に 1・部 ケ
ー

ス ，セ ン サ ピ ン ，ゴ ム

ス ブ リン グ ，導 電 件 ゴ ム を順 に 挿入 し，2 木 の プ ロ
ーブ をプロ

ーブ

保 持 部，基板 に差 し込 ん だ 状態 で Lか ら重 ね 合 わせ た 構 造で あ

る，セ ンサピ ン は B ヶ所 に配 置され て お り，把 ｝寺対 象物との 俵 触

に よ り押 され ，圧 電 素 子 で ある導電性ゴ ム が 2 本の ブ 卩
一ブ に接

触 し導 通 す ろもの で ある，：
t

物体 が親指 上 を移 動 す ると，セ ン サ

の ON ，　OFF の 分布パ タ
ー

ン が 変 化す る，厂 の パ タ
ー一

ン 変化 か ら

把持物体 が どの ように移 動 し，手 か ら落らようとして い るか を判断

する， 　
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4 ．：］ス メ テ ィ ッ ク グ ロ
ーブ

　電動義 ］三ほ ，そ の 外 観 が 人の 手 と異 な ると入 前で 使用 しづ ら

い こ の ため，電 動 義 1一に 健 手 と同 じ外 硯，件質を持 っ 1ニコ ス メテ

ィッ クグロ
ーブ が必 要 で ある，こ の グ rl−一ブ に は，物 体 との 接触に

k寸す る機 器部 の 破損防 ［トとモ ・一タ の 防音の 効 果 が あ る

　n〈　li丿1究 で は ，健 乎の 形 状 測 定 の た め に，至の 石 膏 モ デ ル

ぼ 1g．5）を製作し，レ ーザレ ン ジフ ァイン ダに より手の 測 定 を行 っ た．

］
「の 完 全 な デ

ー
タ を得る た め に ，r＝デ ル を同 軸 上 で 回 転 させ 撮

影 を 彳
一
亅 い ，測 定 形 状 デ ー

タ を 3D デ ータ 処 理 ソ フ ト

〔RapidFoim2000，　INusTccllnology）により，合成す る （Flg　6）
’i

　ドig　6 の ような 手 の 形 状 データが 得 られ た ら，光造 刷 幾に より陰

性 一丁 デル （Flg．7）を製作する．次 に ，シ リコ ン に より陽 件 モ デル を

製作 し，シリコ ン ゴ ム の コ ス メテ ィックグ「・一プ （Flg、8）を製作す る．

Fig　5　Plustcr　modol

灘
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撚

1
Fig　6　i　Ieasu且cnlellt　data　by　lascr匠mge 　1三ndcr 　a1｝d　l』 combining

F19，8Cosj了letlc　glove　niade 　of9・　ihcon 　rubbor

5 ，筋 電 位 セ ン サ の 開発

　電 動義 手 の ｝旨の 開閉は ，筋 電 位信 7」一を入 力億 弓
・
とし，マ イコ

ン に よ っ て モ
ー・

タ制御す ることで 行 う，

　筋電位信 号を検 出 す る電 極部 には，∬：確 に データ検 出 す るた

め に 金 メッキ 処 理 を 施した．（Flg、9）また，ア ン プ 回 路，バ ッ ナ リー，

電極部を
一
体化す ることによ っ て，長 い 配 線が 不 要となり小 型 化

し，筋電位 1言号検 出装詰の 装 着 が 容 易 に な く ・た，虫た，光 造 型

機を用 い て，ケ
ー

ス を許 製 した．

Flg　9 ｝vTyopotcntial 　sensor

6 、ま と め

本研 究 の ゴ 』．・
ル は，幼児期か ら成 人 まで の 義

．
尹設言1に対 し，

下 記 の 瑚 究 を行 っ た

  幼 児か ら 18 歳程 度 まで は，は ば比例 的に成 長 して お り，義

　　手メカ ニ ズ ム を共 通 化す るこ とで 実現 可能とな っ た，

  切 陶渦 に残存の 健 手 を光学的 に 形 状 を測 定 す れ ば，前も

　　 っ て設 計，製作 は 可 能となる，特 に，成 長 期 で は 重要で あ

　 　 る．

  幼児 の 義 手か ら成 人 まで の 操作｛こは，ノイズ に 強い 筋竃 位

　　 セ ン サ を開 発した ．今後，小 型 化 と無 線 化 を進 め る予 定 で あ

　 　 る，

  外観 は，目本で は 強 い 要 求 が あ り， 我 々 は 個 人 個人 の 残 さ

　　 れ た 手の 形 状 訓 測 か ら，コ ス メテ ィッ ク グ ロ
ーブ を製作 す る

　　製作 法 を確 立 した ，

  　把 持 に関 して は，俵触覚 セ ン サ によるパ タ
ー

ン 認 識 で 形状

　　 と重さを認識 川 能に な っ た．

　　　　　　　　　　参 考 文 献

（1）　S　Yamashita ，　Y 　Saito、　T　Ta］inia，　K ，　Ohmshi ：The

　　Microcomputer　 Con1rol　 of 　 all　 Electromotive 　 Hand，
　　Mecatoronics

’Ol　 stb　Franco−．lapanese　Cong 】
・
ess ＆ 31〔I

　　European−Aslan　Congregs．，pp．225 −23〔〕，（2001）

（2） 斎藤 之 男，大 島徹、束原 茅典，久 保 茂 ，内 田 昭 登 ，大

　　西 謙 畠
．，音 琴 浩 ：マ イコ ン 制御 に よる 新し い 電 動 ハ ン ド

　　の 研 究，第 18 回 ライフ サ ポー．・ト学会大 会予 稿集，ライフ

　　サ ポ ー「・学会，ll3，富 1L！県 立 大 学 （富 山 県 射水 郡 〉

　　 （2〔｝02 ）

〔3）　Atsuo　Ogawa ，　Yukio　Saito，　Hlroshl　Negoto，　 Kongo

　　Ohnislii ： Study　 ot
’
Moasulmg 　 and 【lupld　 Prototypmg

　　Modcl　ofHumall 　Hand 〜 Shapc
，
　 Proceedings 　of

’
［
’
he　Flrst

　　 Asia　Intcrnnt］onai 　SyMI）OsluMI 　en 　Mcchat　 ronlcs （AiSM

　　2004 ），　pp．67−72

日本機械学会［No．060−5］関東支部 第 2回埼 玉 ブ ロ ッ ク 大 会 （講 演会）講 演論 文 集 （
’06．11．10．さ い た ま市）

一 32一
N 工工

一Eleotronlo 　Llbrary 　


